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新しいタイプの商標の保護制度、ついに始まる 
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今回の知財ニュースは、４月１日から施行される「新しいタイプの商標の保護制度」につい

てです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しいタイプの商標（特許庁パンフレットより） 

 

来月１日から新しいタイプの商標の出願が始まります。上の図の「動き商標」「ホログラム

商標」「色彩のみからなる商標」「音商標」「位置商標」の５つが保護対象になります。 

 

もっとも、登録できるか否かは特許庁の審査に依りますが、特許庁はこれら商標の自他商

品・役務の識別力（商標法第３条第１項）については比較的厳しく判断をするようです。 

例えば「動き商標」「ホログラム商標」「位置商標」は、構成する文字や図形等が自他商品・

役務の識別力を有しない場合には、原則として商標全体として識別力がないと判断し、「音商

標」は、商品が通常発する音、単音、自然音を認識させる音、楽曲としてのみ認識される音等

は、原則として識別力がないと判断し、特に「色彩のみからなる商標」については、原則とし

て識別力がないと判断するようです。 

 

こうした場合、通常、拒絶を解消するには、使用による識別力の発生（商標法第３条第２項）

を主張しますが、この識別力の発生を主張するのは、なかなか大変です。大手企業のように、

需要者に、誰の業務に係る商品・役務なのかを認識させることができる程度に使用している必

要があります。このため、ある程度の規模の企業のみが、今回の新しい商標について登録を受

けられるのではないかと思います。 

しかし、商標登録は早いもの勝ちです。これらの商標を使用している企業については、４月

１日を目途に出願を検討しておくべきだろうと思います。 

 

なお、施行日前から使用している商標については、従来の業務範囲内で使い続けることがで

きるという「継続的使用権」（附則第５条第３項〜第７項）が発生する場合もありますので、

必ずしも今回出願しないと、商標の使用が制限されるということではありません。 

以上 

 


